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写真資料調査 

部会発行 

H27.6.1. 

感
謝
状
を
受
け
と
っ
た
。
「
市
政
功

労
表
彰
」
を
受
け
た
長
崎
平
和
推
進

協
会
写
真
資
料
調
査
部
会
長
の
深

堀
好
敏
さ
ん(

８
６)

は
「
自
分
の
や

っ
て
き
た
裏
方
の
仕
事
が
認
め
ら

れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
た
。 

  

 

６
０
周
年
「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真

展
」
で
は
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
写
真
で

し
た
が
、
今
回
は(

公
財) 

長
崎
平

和
推
進
協
会
の
協
力
に
よ
り
一
回

り
大
き
な
Ａ
２
サ
イ
ズ
で
の
展
示

を
行
い
ま
す
。 

ま
た
昨
年
６
月
に
長
崎
原
爆
資

料
館
が
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館

で
収
集
し
た
長
崎
原
爆
関
連
カ
ラ

ー
写
真
２
０
点
余
り
も
展
示
し
ま

す
。 

(

担
当
・
堀
田
武
弘) 

 

    

査
部
会
が
市
中
心
部
で
開
催
す
る

大
型
写
真
展
は
、
被
爆
６
０
周
年

「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」
を
長
崎

市
民
会
館
で
開
催
し
て
以
来
１
０

年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。 

展
示
写
真
は
お
よ
そ
１
２
０
点

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
特

色
は
大
型
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
多

用
す
る
こ
と
で
す
。
最
も
大
き
い
も

の
は
横
幅
５
．
４
㍍
、
縦
９
０
㌢
の

城
山
町
高
台
か
ら
城
山
国
民
学
校
、

山
里
国
民
学
校
、
鎮
西
中
学
、
遠
く

に
浦
上
天
主
堂
、
長
崎
医
科
大
学
、

医
大
附
属
医
院
等
、
爆
心
地
を
中
心

に
２
㌔
あ
ま
り
の
範
囲
を
写
し
た

大
型
写
真
で
す
。
詳
細
な
被
爆
状
況

が
一
目
瞭
然
で
す
。 

今
回
は
市
内
中
心
部
で
の
開
催

で
す
の
で
、
長
崎
県
庁
、
裁
判
所
等

主
要
官
庁
の
廃
墟
を
写
し
た
小
川

虎
彦
氏
の
写
真
２
０
数
点
を
展
示

し
ま
す
。
小
川
氏
の
写
真
は
こ
の
他

に
浜
屋
デ
パ
ー
ト
、
岡
政
デ
パ
ー

ト
、
映
画
館
、
電
気
館
、
唐
人
屋
敷

土
神
堂
等
の
原
爆
に
よ
る
破
壊
、
あ

る
い
は
火
災
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
主
要
建
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
被
害

状
況
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
爆 

 

 

写
真
資
料
調
査
部
会
が
企
画
し

準
備
を
進
め
て
い
た
「
被
爆
七
十

周
年 

ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」

の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

開
催
期
間
は
７
月
２
２
日(

水)

か
ら
８
月
３
日(

月)

ま
で
の
お
よ

そ
２
週
間
、
会
場
は
長
崎
市
立
図 

被
爆
七
十
周
年
「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」
開
催 

期
間
・
２
０
１
５
年
７
月
２
２
日
～
８
月
３
日 

会
場
・
長
崎
市
立
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

 
書
館
、
主
催
は
写
真
資
料
調
査
部

会
、(

公
財)
長
崎
平
和
推
進
協
会
、

長
崎
市
立
図
書
館
の
三
者
で
す
。 

今
回
の
写
真
展
の
特
色
は
会
場

が
長
崎
原
爆
資
料
館
を
離
れ
、
市

中
心
部
の
長
崎
市
立
図
書
館
で
開

催
す
る
こ
と
で
す
。
写
真
資
料
調 

長
崎
市 

深
堀
好
敏
部
会
長
を
市
政
功
労
で
表
彰 

被爆 60 周年「ナガサキ原爆写真展」の会場風景 

（平成 17年 8 月 長崎市民会館） 

今
年
の
長
崎
市
表
彰
式
が
４
月

１
日
、
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

あ
り
、
市
政
発
展
に
貢
献
し
た
市

民
や
市
出
身
者
９
５
人
と
１
３
団

体
が
表
彰
さ
れ
た
。
教
育
文
化
や

社
会
福
祉
な
ど
で
２
０
年
以
上
の

功
績
が
あ
る
「
市
政
功
労
表
彰
」

と
１
０
年
以
上
の
功
績
が
あ
る

「
市
政
協
力
表
彰
」、
芸
術
や
ス
ポ

ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

「
特
別
表
彰
」
が
あ
る
。 

受
賞
者
は
田
上
富
久
市
長
か
ら 

 

右
写
真 

表
彰
状
を
受
け
取
る 

深
堀
部
会
長 

（
毎
日
新
聞
・
竹
内
麻
子
記
者
の
記

事
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
） 
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＊
注 

当
時
の
長
崎
新
聞
社
は
終
戦

前
後
の
一
時
期
、
読
売
新
聞
社
と
協

力
体
制
に
あ
っ
た
。 

(

長
崎
新
聞
社
社
史 

「激
動
を
越
え
て
一
世
紀
」よ
り) 

  

ク
で
は
牧
師
と
は
言
わ
な
い
。
神
父

と
訂
正)

と
門
番
、
小
使
い
の
他
、

信
者
四
十
人
が
い
た
が
、
み
な
崩
れ

落
ち
た
建
物
の
下
に
な
っ
て
即
死

し
、
す
で
に
一
ヶ
月
近
く
に
な
る
の

に
死
者
の
発
掘
に
手
が
つ
い
て
い

な
い
。 

鬼
哭
啾
々(

き
こ
く 

し
ゅ
う
し

ゅ
う)

た
る
正
面
入
口
に
立
っ
て
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
る
記
者
の
足
許

に
、
一
丈
五
尺
位
も
あ
る
キ
リ
ス
ト

ら
し
い
大
き
な
石
像
が
転
が
っ
て

い
た
。
は
っ
と
し
て
足
を
引
く
と
、

こ
の
石
像
は
首
が
な
い
。
帰
途
上
り

口
の
石
畳
の
上
に
発
見
し
た
首
は
、

髭
ひ
げ
の
先
を
ち
ょ
っ
と
傷
め
た

だ
け
で
奇
蹟
で
も
起
っ
た
や
う
に

真
っ
直
ぐ
に
立
ち
、
真
赤
な
夕
陽
を

真
正
面
に
見
つ
め
て
い
た
。 

(

次
ペ
ー
ジ
へ) 

た
だ
赤
黒
く
焼
け
た
だ
れ
た
瓦
礫

の
林
だ
っ
た
。 

永
野
県
知
事(

＊
原
爆
当
時
の

長
崎
県
知
事)
が
貸
し
て
く
れ
た

青
写
真
を
見
る
と
、
浦
上
駅
か
ら

三
百
メ
ー
ト
ル
程
西
北
に
亘
る
道

路
の
上
に
、
二
本
の
立
木
と
一
本

の
電
柱
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
が

原
子
爆
弾
の
直
下
と
判
っ
た
。
屍

臭
が
鼻
を
つ
く
。
何
か
刺
激
性
の

瓦
斯(

が
す) 

の
や
う
な
も
の
が

屍
臭
に
交
ざ
っ
て
い
る
。
九
大
か

ら
派
遣
さ
れ
た
教
授
班
も
ま
だ
放

射
能
〇
〇(

判
読
不
能
の
文
字
を

〇
で
表
示)

の
反
動
が
激
し
く
危

険
な
た
め
ひ
と
ま
ず
中
途
で
調
査

を
打
ち
切
っ
て
引
揚
げ
た
と
い

ふ
。
足
許
の
一
塊
の
土
に
も
中
性

子
や
ラ
ジ
ュ
ー
ム
の
ガ
ン
マ
ー
線

エ
ッ
ク
ス
線
の
や
う
な
放
射
反
応 

が
あ
る
と
聞
く
と
、
一
切
の
生
物
〇

い
も
の
を
失
っ
た
眼
前
の
沈
黙
の

世
界
は
不
気
味
を
通
り
越
し
〇
つ

し
く
さ
へ
な
る
。 

人
影
の
絶
え
た
通
り
を
数
メ
ー

ト
ル
北
に
進
む
と
、
崩
れ
落
ち
た
天

主
堂
の
廃
墟
が
三
段
構
へ
の
高
い

石
垣
の
上
に
、
見
る
も
無
残
な
そ
の

全
貌
を
現
し
た
。
原
子
爆
弾
の
直
下

地
点
か
ら
直
距
離
に
し
て
五
百
メ

ー
ト
ル
、
高
い
丘
陵
の
上
に
離
れ
た

石
と
煉
瓦
の
建
物
だ
っ
た
の
で
火

災
は
免
れ
た
が
、
砕
け
散
っ
た
大
き

な
煉
瓦
の
塊(

か
た
ま)

り
が
、
広
大

な
敷
地
一
面
に
散
乱
し
て
足
の
踏

み
場
も
な
い
。
一
つ
の
尖
塔
は
敷
地

の
中
央
に
逆
さ
に
な
っ
て
陥
落
、
も

う
一
つ
の
尖
塔
は
裏
側
の
五
十
メ

ー
ト
ル
も
あ
る
崖
の
下
に
こ
ろ
が

り
落
ち
て
い
る
。
西
側
の
入
口
の
所

を
僅
か
に
残
し
建
物
の
九
割
五
分

ま
で
崩
壊
し
、
部
屋
の
形
を
残
し
て

い
る
部
分
は
一
つ
も
な
い
。 

 

当
時
こ
の
建
物
の
中
に
は
浦
上

主
管
・
西
田
三
郎
、
同
補
助
司
祭
・

玉
屋
房
吉
師
の
両
神
父(

＊
記
事
は

牧
師
と
な
っ
て
い
る
が
、
カ
ト
リ
ッ 

原
子
爆
弾
一
ヶ
月
後
の
現
地 

被

爆
者
続
々
と
死
亡 

 
 

絶
え
ぬ
街
の
火
葬 

 

神
の
試
練
に
起
つ
聖
教
徒 

 

長
崎
線
が
長
崎
駅
に
入
る
一
つ
手

前
が
浦
上
駅
で
あ
る
。
線
路
に
沿
っ

て
逆
行
す
る
と
、
す
ぐ
右
手
の
丘
の

上
に
浦
上
天
主
堂
の
残
骸
が
見
え

た
。
左
の
線
路
向
ふ
は
三
菱
製
鋼
、

三
菱
造
船
、
三
菱
兵
器
な
ど
の
巨
大

な
工
場
街
、
周
囲
を
標
高
五
百
メ
ー

ト
ル
位
の
山
が
ぐ
る
り
と
取
り
巻
い

て
い
る
。 

ま
ず
工
場
街
は
ひ
ん
曲
が
っ
た
鉄

骨
が
高
く
低
く
累
々
と
横
た
は
っ
た

死
の
廃
墟
。
普
通
の
家
は
み
な
こ
な

ご
な
に
砕
け
散
っ
た
木
片
、
瓦
礫
の

死
の
街
、
周
り
の
山
々
は
季
節
の
早

い
紅
葉
と
見
紛
ふ
程
、
ど
こ
ま
で
も 

昭
和
二
十
年
の
新
聞
か
ら 

 

「
長
崎
新
聞
」（
昭
和
２
０
年
９
月
１
５
日
号
） 

 

原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
一
ヶ
月
後
に
、
読
売
新
聞
記
者

が
長
崎
に
入
り
、
廃
墟
と
な
っ
た
長
崎
の
街
、
混
乱
す
る
長
崎
の 

街
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
。
進
駐
軍
の
プ
レ
ス
コ
ー
ド
が
発
す
る
前
、 

現
地
レ
ポ
ー
ト
の
当
時
の
記
事
は
珍
し
い
。
同
記
事
は
読
売
新
聞

（
昭
和
２
０
年
９
月
１
０
日
）、
長
崎
新
聞
（
９
月
１
５
日
）
の
二

紙
に
掲
載
さ
れ
た
。 

 

 

浦
上
天
主
堂
方
面
の
廃
墟 

１
９
４
５
年
秋 

（米
国
立
公
文
書
館
所
蔵
写
真
） 
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偶
々
坂
の
石
畳
の
上
に
立
つ
と

数
か
所
に
死
体
を
焼
い
て
い
る
火

が
見
え
た
。
一
番
近
い
そ
の
火
の
一

つ
か
ら
黒
い
日
傘
を
差
し
た
三
人

の
影
が
は
な
れ
て
、
こ
ち
ら
に
近
付

く
の
が
見
え
た
の
で
急
い
で
坂
を

下
っ
て
三
人
を
待
っ
た
。
田
川
伊
勢

松
、
浜
田
朝
松
と
い
ふ
二
人
の
聖
教

会
神
父
と
畑
中
栄
松
と
い
う
神
学

校
教
授
で
あ
っ
た
。 

三
人
は
あ
の
日
以
来
、
重
傷
を
負

っ
て
死
亡
し
て
い
く
信
者
の
死
の

床
を
巡
回
し
、
一
日
に
二
十
人
か
ら

三
十
人
位
の
人
に
昇
天
の
祈
祷
を

捧
げ
て
歩
い
て
い
た
と
い
ふ
。 

田
川
神
父
は
い
ふ
。
「
だ
る
く
な 

 
 

っ
て
高
熱
を
発
し
、
咽
喉
が
は
れ

て
食
物
が
通
ら
な
く
な
り
、
や
が

て
頭
髪
が
抜
け
は
じ
め
て
嘔
吐

を
催
し
、
肌
に
赤
い
血
の
斑
点
が

現
れ
る
と
も
う
助
か
ら
な
ゐ
。
こ

の
血
斑
点
が
現
は
れ
て
く
る
と

丈
夫
な
人
な
ら
五
日
く
ら
い
、
弱

い
人
だ
と
数
時
間
の
中
に
死
亡

す
る
や
う
で
す
。
爆
圧
で
負
傷
し

た
り
、
熱
波
で
火
傷
を
負
っ
た
重

傷
者
な
ら
兎
も
角
、
も
う
傷
も
癒

り
、
火
傷
も
癒
え
て
元
気
で
働
い

て
い
た
人
が
、
今
か
う
い
ふ
症
状

を
呈
し
て
後
か
ら
後
か
ら
殪(

た

お)

れ
て
行
く
、
こ
れ
は
重
大
問
題

で
す
。」
炸
裂
当
時
、
浦
上
地
区(
直 

 

 
径
三
キ
ロ)

に
あ
っ
た
者
は
軽
傷
で

す
っ
か
り
良
く
な
っ
て
い
る
者
も

あ
る
が
、
大
部
分
は
負
傷
以
外
に

内
臓
を
壊
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ

れ
る
。
天
主
堂
と
並
ん
だ
丘
の
上

に
あ
る
長
崎
医
大
の
或
る
助
手

は
、
原
子
爆
弾
で
臀
部
に
負
傷
し

た
が
、
引
き
続
き
救
護
に
活
動
し

て
い
る
う
ち
、
や
っ
と
負
傷
も
快

癒
し
た
が
、
数
日
前
に
急
に
嘔
氣

を
催
し
、
き
れ
い
に
爪
を
切
っ
た

自
分
の
手
を
食
道
ま
で
入
れ
て
、

大
き
な
器
物
に
三
杯
ほ
ど
の
吐
瀉

(

と
し
ゃ)

物
を
出
し
て
そ
の
ま
ま

急
に
息
絶
え
た
。
同
じ
場
所
に
働

い
て
い
た
看
護
婦
は
火
傷
が
治
っ 

て
ほ
っ
と
し
、
好
き
な
声
楽
を
練

習
し
て
い
る
う
ち
に
吐
氣
が
来
て

絶
命
し
た
。
こ
れ
は
二
人
と
も
永

野
知
事
の
話
だ
が
、
い
ま
田
川
師

か
ら
聞
く
話
は
も
っ
と
ひ
ど
か
っ

た
。「
両
親
を
亡
く
し
た
八
歳
を
頭

に
三
人
の
子
供
を
け
ふ
も
訪
ね
た

と
こ
ろ
、
三
人
と
も
頭
髪
が
抜
け

は
じ
め
て
蒼
い
顔
を
し
て
い
る
の

に
元
気
で
遊
ん
で
い
た
。
父
親
を

な
く
し
て
唯
一
人
残
っ
た
十
九
歳

の
娘
が
二
、
三
人
の
信
者
に
看
取

ら
れ
死
の
床
に
苦
し
ん
で
い
る
の

を
、
今
も
安
心
し
て
昇
天
す
る
よ

う
慰
め
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。」 

戦
争
は
終
わ
っ
た
。
我
々
は
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
如
何
な
る
国
民
よ

り
も
忠
実
に
実
行
す
る
勇
気
を
持 

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
原
子

爆
弾
が
戦
争
の
終
っ
た
現
在
、
な

ほ
、
か
う
い
ふ
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
事
実
を
、
ア
メ
リ
カ
は
因
よ

り
世
界
人
類
の
前
に
は
っ
き
り
さ

せ
た
い
。
八
月
十
五
日
の
“
聖
母

の
被
昇
天
祭
”
を
迎
へ
、
そ
の
準

備
の
た
め
に
何
組
に
も
分
れ
て
天

主
堂
で
個
人
的
な
懺
悔
を
は
じ
め

て
い
る
浦
上
の
聖
教
信
者
の
多
数

が
、
一
万
人
と
い
ふ
数
を
纏
め
て

こ
の
人
類
未
曾
有
の
神
の
試
練
に

起
た
せ
ら
れ
た
意
味
は
、
或
い
は

人
智
で
は
計
り
難
い
神
の
意
志
に

よ
る
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
我
々
は
世
界
の
人
達
と
共
に

広
島
、
長
崎
の
市
民
に
折
角
救
護

の
手
を
差
し
伸
べ
、
原
子
爆
弾
の

今
後
に
つ
い
て
根
本
的
解
決
を
提

唱
す
る
も
の
で
あ
る
。 

（
宮
本
、
押
田
両
讀
賣
特
派
員
記
） 

 

こ
の
記
事
の
転
載
に
あ
た
り 

長
崎
新
聞
社
、
読
売
新
聞
社
の 

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 

浦上天主堂正面 レンガ建物も強烈な爆風で崩壊 

中央に崩落した鐘楼が見える 

高尾川に崩落したもう一つの鐘楼 

現存し、登録記念物となった 

南側の壁面 左端部分が爆心地に移設保存 

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
収
集
し
た
二
〇
〇
〇
枚
の
写
真
か
ら
④ 

 

浦
上
天
主
堂
の
廃
墟
写
真 
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映
画
演
劇 

 

長
崎
市
内
の
映
画
常
設
館
、
及
び

演
芸
場
の
す
べ
て
、
ほ
と
ん
ど
全
部

が
大
壊
し
て
ゐ
る
の
で
、
復
興
は
当

局
の
予
想
よ
り
ぐ
ー
ん
と
遅
れ
て

ゐ
る
。
県
で
業
者
を
督
励
し
復
興
資

材
及
び
労
力
を
積
極
的
に
斡
旋
し

努
力
し
て
ゐ
る
が
、
現
在
の
見
通
し

で
は
比
較
的
損
害
の
軽
か
っ
た
喜

楽
館
、
及
び
宝
塚
劇
場
、
第
一
映
画

劇
場
の
三
つ
が
概
ね
今
月
一
杯
に

は
復
興
完
成
の
見
込
み
で
あ
る
。 

 

一
方
、
戦
災
以
降
、
県
は
映
画
会

社
の
協
力
を
得
て
移
動
映
画
の
公

開
を
行
っ
て
ゐ
る
が
、
天
候
、
場
所

等
の
関
係
で
か
ん
ば
し
い
成
績
は

あ
が
っ
て
ゐ
な
い
。 

 

浴
場 

 

全
市
九
十
軒
の
浴
場
の
う
ち
現

在
わ
ず
か
に
四
軒
、
そ
れ
も
大
浦
方

面
だ
け
の
浴
場
が
営
業
を
開
始
し

て
ゐ
る
と
い
ふ
惨
憺(

さ
ん
た
ん)

た
る
状
況
。
も
っ
と
も
九
十
軒
の
う 

 

ち
五
十
軒
は
完
全
に
焼
失
、
ま
た
は

倒
壊
し
て
復
旧
不
能
で
あ
る
。
県
で

は
残
存
四
十
軒
の
早
急
復
旧
を
計

る
た
め
、
既
に
組
合
側
を
督
励
し
て

〇
〇
し
て
ゐ
る
業
者
の
呼
戻
し
を

は
じ
め
、
材
木
、
瓦
等
の
資
材
、
及

び
労
力
の
優
先
提
供
に
よ
る
復
興

促
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
業
者
中
に

復
旧
可
能
の
施
設
を
有
し
な
が
ら

利
己
的
に
復
旧
し
な
い
者
に
対
し

て
は
、
営
業
停
止
、
そ
の
他
の
手
を

打
つ
方
針
で
あ
る
。 

 

理
髪
店 

 

全
市
約
百
五
十
軒
の
業
者
の
内
、

現
在
営
業
中
の
も
の
は
三
十
四
軒
、

他
の
業
者
は
家
屋
を
焼
失
、
あ
る
ひ

は
倒
壊
し
た
り
、
施
設
物
に
相
当
の

損
害
を
蒙
っ
て
ゐ
る
も
の
も
多
い

が
、
こ
の
面
に
も
復
旧
資
材
、
労
力

の
優
先
措
置
斡
旋
を
行
っ
て
復
旧

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。 

 

花
街 こ

の
方
は
当
局
の
積
極
的
斡
旋

と
業
者
の
熱
意
が
利
い
て
、
貸
座
敷

の
方
は
戦
災
前
と
同
数
の
二
百
六

十
八
軒
が
既
に
営
業
を
開
始
し
て

ゐ
る
。
一
方
料
理
屋
も
全
部
復
旧 

営
業
し
て
お
り
、
こ
の
面
の
復
旧

は
明
る
く
快
速
調
で
あ
る
。 

 

街 

戦
災
の
た
め
荒
廃
し
暗
澹
た
る

表
情
を
呈
し
た
街
の
復
興
に
は
、

建
設
本
部
を
中
心
と
し
て
猛
活
動

を
行
っ
て
ゐ
る
が
、
差
し
当
た
っ

て
の
街
路
の
清
掃
に
は
、
長
崎
中

学
を
は
じ
め
学
徒
が
協
力
奉
仕
し

て
着
々
と
明
る
さ
と
清
潔
さ
を
取

り
戻
し
て
を
り
、
道
路
の
待
避
壕

は
急
速
に
う
め
て
し
ま
ふ
や
う
当

局
で
は
要
望
し
て
ゐ
る
。 

な
お
街
灯
は
極
力
点
灯
す
る
や

う
○
○
し
て
を
り
、
連
合
町
内
会

を
通
じ
て
相
当
数
の
電
球
を
配
給

し
た
。 

                 

街 戦
災
の
た
め
荒
廃
し
暗
澹
た
る

表
情
を
呈
し
た
街
の
復
興
に
は
、

建
設
本
部
を
中
心
と
し
て
猛
活
動

を
行
っ
て
ゐ
る
が
、
差
し
当
た
っ

て
の
街
路
の
清
掃
に
は
、
長
崎
中

を
は
じ
め
多
数
の
学
徒
が
協
力
奉

仕
し
て
着
々
と
あ
か
る
さ
と
清
潔

さ
を
取
り
戻
し
て
を
り
、
道
路
の

待
避
壕
は
急
速
に
う
め
て
し
ま
ふ

や
う
当
局
で
は
要
望
し
て
ゐ
る
。 

な
お
街
灯
は
極
力
点
灯
す
る
や

う
○
〇
し
て
を
り
、
連
合
町
内
会

を
通
じ
て
相
当
数
の
電
球
を
配
給

し
た
。 

             

長
崎
が
未
曾
有
の
戦
禍
を
受
け

て
長
崎
が
未
曾
有
の
戦
禍
を
受
け

て
一
ケ
月
余
り
、
復
興
長
崎
の
息

吹
に
は
か
な
り
の
活
気
が
動
き
つ

つ
あ
る
が
、
現
実
の
復
興
面
は
案

外
遅
々
と
し
て
は
か
ど
っ
て
ゐ
な

い
。
こ
れ
に
は
原
因
す
る
も
の
が

〇
々
と
あ
る
が
、
家
財
を
焼
か
れ

肉
親
の
多
く
を
失
っ
た
長
崎
市
民

の
復
興
が
予
想
外
に
遅
く
、
一
面

に
は
現
実
の
労
務
資
材
等
、
復
興

資
材
の
不
足
に
祟
ら
れ
て
ゐ
る
の

は
〇
実
だ
が
、
ま
た
一
方
に
は
進

駐
軍
受
入
れ
開
放
連
合
国
軍
人
輸

送
等
に
当
局
自
体
が
〇
〇
さ
れ
て

ゐ
る
こ
と
も
大
き
く
働
い
て
ゐ
る

と
い
へ
よ
う
。
だ
が
一
刻
も
早
く

起
ち
直
り
復
興
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
長

崎
市
だ
。 

 

以
下
に
明
る
い
復
興
長
崎
の
前

駆
た
る
慰
安
娯
楽
施
設
の
面
の
復

興
〇
を
の
ぞ
い
て
み
た
。 

  

長
崎
が
未
曾
有
の
戦
禍
を
受
け

て
一
ケ
月
余
り
、
復
興
長
崎
の
息
吹

に
は
か
な
り
の
活
気
が
動
き
つ
つ

あ
る
が
、
現
実
の
復
興
面
は
案
外

遅
々
と
し
て
は
か
ど
っ
て
ゐ
な
い
。

こ
れ
に
は
原
因
す
る
も
の
が
種
々

と
あ
る
が
、
家
財
を
焼
か
れ
肉
親
の

多
く
を
失
っ
た
長
崎
市
民
の
復
興

が
予
想
外
に
遅
く
、
一
面
に
は
現
実

の
労
務
資
材
等
、
復
興
資
材
の
不
足

に
祟
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
事
実
だ
が
、

ま
た
一
方
に
は
進
駐
軍
受
入
れ
開

放
、
連
合
国
軍
人
輸
送
等
に
当
局
自

体
が
〇
〇
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
大

き
く
働
い
て
ゐ
る
と
い
へ
よ
う
。
だ

が
一
刻
も
早
く
起
ち
直
り
復
興
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
長
崎
市
だ
。 

 

以
下
に
明
る
い
復
興
長
崎
の
前

駆
た
る
慰
安
娯
楽
施
設
の
面
の
復

興
〇
を
の
ぞ
い
て
み
た
。 

 

 

原
爆
投
下
か
ら
一
ヶ
月 

廃
墟
の
街
の
慰
安
娯
楽
施
設 

映
画
演
劇 

 

浴
場 

理
髪
店 

花
街 

商
店
街
の
復
旧 

「長
崎
新
聞
」 

昭
和
２
０
年
９
月
１
６
日 

  

  

電気館跡 浜町Ｓ東美とアーケード街の間にあった

映画館 
十人町唐人屋敷土神堂(場所は現在と同じ)  

 
浜の町・旧大丸そば十字路、100 円ショップ 

ダイソー付近 

蛍茶屋の電車車庫 

深堀部会長はこの付近で被爆した 

長
崎
新
聞 

 

昭
和
２
０
年
９
月
１
６
日 

 


